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記　入　要　領

１　履歴書

記入例を参考にして、ワードプロセッサーを使用して作成する（文字の大きさは、１２ポイントの明朝体とする）。

「年月日」記入欄は、和暦で記入する。
（６）～（９）は、該当するものについて記入すること。
２　業績目録

原著等の欧文については、Times New Romanとする。
業績は以下の分類ごとに、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり年代順に並べて通し番号を付け、Ａ４判の上質紙に上下左右の余白を15㎜以上設けて記入する｡
(1) 学術論文は、原著（欧文と邦文に区分する）、症例報告、総説等（総説論文、著書、翻訳、分担執筆、展望など）、論文形式のプロシーディングスなどとし、著者・論題・掲載誌・巻・頁・発表年(西暦)の順に記入する（記入例参照)｡
①　学位論文は通し番号に○を付ける｡

②　著者名は、論文と同じ順で省略せずに全員を記入し、応募者は太字下線（　　）を引く。

③　Corresponding author には著者名の右に＊印を付する（応募者がCorresponding author である場合は、そのことを示す資料のコピーを各1枚添付する）。
④　発表雑誌名の略誌法は、医学に係るものは次のとおりとし、それ以外のものは医学に準じて記入することとし、省略した場合のピリオドは付けない。
ア　欧文誌は｢List of Journals Indexed in Index Medicus」による｡
イ　邦文誌は「医学中央雑誌：収蔵雑誌略名表」による｡
⑤　頁は、論文の始めと終わりの頁をハイフンで結んで記入する｡

⑥　各論文の最後にインパクトファクター（IF）を記入する。

⑦　in pressのものは掲載証明を添付するかdoiを付記する。

(2) 学会発表（国際学会又は国内の全国規模学会での発表）は、特別講演、シンポジウム、一般講演等の順に主要なものについて、演者名・題名・学会名・発表年の順に記入する｡
（履歴書記入例）
	年 ・ 月 ・ 日
	　（１）　学　歴 （高校卒業より）

	昭和58年3月　静岡県立○○高等学校卒業

昭和58年4月　浜松医科大学医学部医学科入学

平成元年3月　浜松医科大学医学部医学科卒業

平成 4年4月　浜松医科大学大学院医学系研究科入学

平成 8年3月　浜松医科大学大学院医学系研究科修了

平成 8年3月　浜松医科大学大学院医学系研究科退学（単位修得）


	年 ・ 月 ・ 日
	　（２）　職　歴　（ 研 究 歴 ）

	平成00年6月～平成00年5月　浜松医科大学医学部附属病院医員（研修医）○○科

平成00年6月～平成00年3月　○○総合病院○○科医師（常勤）

平成00年4月～平成00年3月　浜松医科大学医学部附属病院医員○○科

平成00年4月～平成00年3月　浜松医科大学医学部研究生○○学講座

平成00年4月～現在　　　　 ○○大学○○学部助教○○学講座


	年 ・ 月 ・ 日
	　（３）　免　許　・　学　位

	平成 4年5月24日　医師免許取得（医籍登録番号第00号）

平成00年3月00日　博士（医学）（○○大学　第00号）


	年 ・ 月 ・ 日
	　（４）　学会及び社会における活動等

	所属学会（理事・評議員・幹事などの役職のある場合は記入する｡）及び国又は県の審議委員の経歴について記入する｡
なお、学会の認定医、専門医及び指導医等については、その登録番号も記入する。
※所定の欄に記入しきれない場合は、別紙（Ａ４判）に記入して添付することができる。



	年 ・ 月 ・ 日
	　（５）　賞　　　罰　　　等

	一般的な賞罰のほか、次のものを加える。
学会、民間団体などの褒賞(例○○学会奨励賞、第○回ベルツ賞受賞等)
※所定の欄に記入しきれない場合は、別紙（Ａ４判）に記入して添付することができる。



	　（６）　教育活動に関する事項

	担当授業科目、時間数等について記入すること。
※所定の欄に記入しきれない場合は、別紙（Ａ４判）に記入して添付することができる。


	　（７）　研究活動に関する事項

	①研究課題と概要、②研究業績（原著、総説、著書、報告書、学会発表、症例報告）、③外部資金等の研究助成を受けた記録（代表・分担の別及び研究経費（直接経費））を別紙（A4版）に記入して、添付すること。


	　（８） 診療活動に関する事項

	代表的な疾患あるいは治療（手術）経験について、おおよその症例数／年を記入すること。
※所定の欄に記入しきれない場合は、別紙（Ａ４判）に記入して添付することができる。



	　（９）　社会貢献に関する事項

	地域医療、産学官連携、国際交流への貢献等について記入すること｡
※所定の欄に記入しきれない場合は、別紙（Ａ４判）に記入して添付することができる。




（研究業績目録記入例）
原著

1. Higashi J, Handa S, Hamamatsu T*: Dissection of Rab7 localization on Mycobacterium tuberculosis phagosome. Biochem Biophys Res Commun 387(2):272-277, 2009. (IF:00.000)
2. Hamamatsu T, Higashi J, Handa S*: Bacterial entry to the splenic white pulp initiates antigen presentation to CD8+ T cells. Immunity 29: 476-486, 2008. (IF:00.000)
3. Handa S, Higashi J, Hamamatsu T*: SCRAPPER-dependent ubiquitination of active zone protein RIM1 regulates synaptic vesicle release. Cell 130: 943-957, 2007. (IF:00.000)
総説等

1. 浜松太郎: 骨・関節Ｘ線写真の撮りかたと見かた　第８版、医学書院、2010.
2. 浜松太郎：肝性脳症．東　次郎、半田三郎（編）　神経疾患最新の治療2009- 2011, 南江堂, pp320-322, 2009.

3. Hamamatsu T, Higashi J: Anti-infective vaccine strategies In: Liu D ed. Handbook of Listeria monocytogenes. CRC Press, FL USA, pp449-480, 2008.

4. 浜松太郎：マクロファージによる感染防御機構.　最新医学　60：529-543, 2005.


